
日本初の女優として明治、大正期に活躍した川上貞奴(1871～1946年）が建てた「旧川上家別邸」が国重要文化財指定として

完成の2年後に移築された。貞照寺は真言宗智山派の寺院。川上貞奴が私財で建立した寺で本尊は不動明王。
本堂･庫裏･書院・鐘楼・門・宝物倉・稲荷堂・浄水舎が登録有形文化財となっている。

旧川上家別邸｢仏間・客間棟」 　　旧川上家別邸「田舎家棟」 　　　　　　　　　　　　　　　　　貞照寺

日時 平成30年6月28日（木） 10:15 貞照寺集合　受付後見学
11：00～12：30 旧川上家別邸

　　　 12：30～14：00 サクラテ－ブル

場所 ◆見学地
①貞照寺：岐阜県各務原市鵜沼宝積寺町5-189　創建年：1933年(昭和8年）　開基：川上貞奴
ＴＥＬ058-384-0202　自由見学（宝物倉有料見学も参加費に含みます）

10：15～10：55 (無料駐車場）
②旧川上家別邸(萬松園）：岐阜県各務原市鵜沼宝積寺町3-82-2　サクラヒルズ川上別荘内
ＴＥＬ058-384-0700　11：00～12：30　ガイド案内(有料）参加費に含みます

(無料駐車場）
◆昼食
サクラテ－ブル：岐阜県各務原市鵜沼宝積寺町3-82-2　サクラヒルズ川上別荘内
ＴＥＬ058-372-6458　12：30～14時頃　予約の取れる時間外のため少し待ちます
本日のランチプレ－ト又はパスタプレ－ト予定 (1500円+税）

参加費 士会会員(家族）・・・1,000円 (昼食代込み）
一般・・・1,650円　　 (昼食代込み）

参加人数 先着　10名程度

その他　　　　　 【交通案内】 有料道路「中央自動車道」「小牧東ＩＣ」--＞北へ約17.2Ｋｍ(約35分）
有料道路「東海北陸自動車道」「各務原ＩＣ」--＞国道21号線を東へ約14.6Ｋｍ(約25分）
名鉄犬山線「新鵜沼駅」--＞同駅から約2.8Ｋｍ（タクシ－で約9分）
ＪＲ高山線「鵜沼駅」--＞同駅から約2.2Ｋｍ（タクシ－で約5分）

※別途　貞照寺へ交通ご案内　ＰＤＦ添付
※ＣＰＤ登録申請予定

参加申込方法 下記参加申込み書に記入の上　Ｅメ－ルかFAXでお申し込みください。
申し込み先：大坪一子建築設計研究所　　FAX　　0562-32-3599

E-mail　　ootsubo@dream.email.ne.jp

申込書申込書申込書申込書
フリガナフリガナフリガナフリガナ ＣＰＤ番号（登録されている方は記入）ＣＰＤ番号（登録されている方は記入）ＣＰＤ番号（登録されている方は記入）ＣＰＤ番号（登録されている方は記入）

参加者名参加者名参加者名参加者名
〒〒〒〒 ＴＥＬＴＥＬＴＥＬＴＥＬ

連絡先連絡先連絡先連絡先 ＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ

会社名または会社名または会社名または会社名または 携帯携帯携帯携帯

自宅住所自宅住所自宅住所自宅住所 ＥメールＥメールＥメールＥメール
士会会員（会員番号）士会会員（会員番号）士会会員（会員番号）士会会員（会員番号）
支部名支部名支部名支部名

いずれかを記入してくださいいずれかを記入してくださいいずれかを記入してくださいいずれかを記入してください 非会員非会員非会員非会員

半田支部　女性委員会　見学会半田支部　女性委員会　見学会半田支部　女性委員会　見学会半田支部　女性委員会　見学会

（公社）愛知建築士会　半田支部　女性委員会（公社）愛知建築士会　半田支部　女性委員会（公社）愛知建築士会　半田支部　女性委員会（公社）愛知建築士会　半田支部　女性委員会

『旧川上家別邸』(国重要文化財指定に答申）と貞照寺(登録有形文化財）を見学『旧川上家別邸』(国重要文化財指定に答申）と貞照寺(登録有形文化財）を見学『旧川上家別邸』(国重要文化財指定に答申）と貞照寺(登録有形文化財）を見学『旧川上家別邸』(国重要文化財指定に答申）と貞照寺(登録有形文化財）を見学

文化審議会の答申に盛り込まれた。貞奴邸宅は「萬松園」と呼ばれ、指定をうけるのは　主屋・茶室・表門の3棟。

一部2階建て。「玄関・広間棟」｢仏間・客間棟」「田舎家棟」など6棟を雁行型に配置。各部屋は｢数奇屋」｢中国趣味」｢農家風」
など趣向の異なる意匠が施工されている。庭園にある切妻造の茶室は1984年に岐阜市中大桑町に建てられたもので、別荘

貞奴が同所に建立した貞照寺に参詣するための別荘として1933年に建てられた。鋳鉄製の桟瓦で葺かれた主屋は木造平屋


